
１ 就労支援について 
 
（１）今後希望する働き方（問 11） 

 

身体障害者は、「特にない」（27.4％）と「わからない」（9.6％）を合計すると４割弱になる。それ以外で

は、「臨時・パート等で自分の生活にあわせて」（6.3％）働きたいが最も多く、「自宅で仕事がしたい」

（5.6％）が続いている。 

知的障害者は、「施設（通所授産施設・作業所など）に通って働きたい」（19.8％）が最も多く、「わから

ない」（16.2％）、「指導者がいる一般の会社で働きたい」（13.5％）が続いている。 

精神障害者は、「施設（通所授産施設・作業所など）に通って働きたい」（26.3％）が最も多く、「臨時・

パート等で自分の生活にあわせて」（21.8％）が続いている。 

 

 

図表 今後希望する働き方（障害別） 
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（２）障害のある人が働くために必要なこと（問 12） 
 

身体障害者は、「必要な時に通院・服薬ができるなど、健康状態にあわせた働き方ができること」

（30.9％）が最も高く、「自分の家の近くに働く場所があること」（28.1％）、「障害のある人に適した仕事が

開拓されること」（25.7％）が続いている。 

知的障害者は、「事業主や職場の人たちが、障害のある人の雇用について充分理解していること」

（47.7％）が最も高く、「障害のある人に適した仕事が開拓されること」（42.8％）、「自分の家の近くに働く

場所があること」（30.6％）が続いている。 

精神障害者は「必要な時に通院・服薬ができるなど、健康状態にあわせた働き方ができること」

（48.9％）が最も高く、「事業主や職場の人たちが、障害のある人の雇用について充分理解していること」

（36.1％）、「障害のある人に適した仕事が開拓されること」（30.1％）が続いている。 

 

図表 障害のある人が働くために必要なこと（障害別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

28.1

30.9

25.7

12.5

5.3

12.9

3.2

21.6

10.8

3.2

7.4

7.9

1.1

10.0

26.8

30.6

18.9

42.8

20.3

14.9

17.6

1.4

47.7

11.3

12.6

13.5

12.6

1.4

3.6

10.8

26.3

48.9

30.1

22.6

12.8

17.3

0.8

36.1

4.5

2.3

17.3

18.0

1.5

3.8

9.0

0 10 20 30 40 50 60
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自分の家の近くに働く場所があること
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障害のある人に適した仕事が開拓される
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その他

わからない

無回答

 

 

 

 

 

 

 



２ 地域生活支援について 
 
（１）今後希望する暮らし方（問 14） 

 

身体障害者は、「現在の家族と一緒に自宅で暮らしたい」（51.5％）が５割を超え最も多く、「わからな

い」（8.8％）、「一人で暮らしたい」（6.0％）、「施設や福祉施設などで暮らしたい」（5.8％）が続いている。 

知的障害者は、「現在の家族と一緒に自宅で暮らしたい」（44.1％）が４割を超え最も多く、「わからな

い」（17.6％）、「施設や福祉施設などで暮らしたい」（14.9％）が続いている。 

精神障害者は、「結婚して家庭をつくって暮らしたい」（25.6％）と「一人で暮らしたい」（24.8％）が同

程度であり、「現在の家族と一緒に自宅で暮らしたい」（19.5％）、「わからない」（13.5％）が続いている。 

 

 

図表 今後希望する暮らし方（障害別） 
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３ 障害福祉サービスについて 
 
（１）利用者負担についての考え方（問 18） 

 

身体障害者は、「利用者負担はないほうがよい」（35.5％）が最も多く、「現状のサービス維持のために

はある程度の負担はやむを得ない」（21.9％）、「どちらともいえない」（12.1％）が続いている。 

知的障害者は、「利用者負担はないほうがよい」（44.1％）が最も多く、「現状のサービス維持のために

はある程度の負担はやむを得ない」（16.7％）、「負担が増えてもサービスを充実」（10.8％）が続いてい

る。 

精神障害者は、「利用者負担はないほうがよい」（59.4％）が最も多く、「負担が増えてもサービスを充

実」（9.0％）、「現状のサービス維持のためにはある程度の負担はやむを得ない」（7.5％）が続いてい

る。 

 

 

図表 利用者負担についての考え方（障害別） 
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（２）障害福祉サービスの利用意向（問 21） 
 

身体障害者は、「補装具の給付」（18.4％）の利用意向が最も多く、「居宅介護」（18.3％）、「日常生活

用具の給付」（17.8％）、「自立支援医療」（13.2％）、「福祉ホーム」（10.4％）が１割を超えている。 

知的障害者は、「短期入所」（29.7％）の利用意向が最も多く、「移動支援」（27.9％）、「自立支援医

療」（25.7％）、「居宅介護」（24.8％）、「地域活動支援センター」（22.5％）が続いている。また、「就労移

行支援」（21.2％）、「就労継続支援」（19.8％）の利用意向も多い。 

精神障害者は、「自立支援医療」（38.3％）の利用意向が最も高く、「地域活動支援センター」

（30.8％）、「就労移行支援」（21.8％）、「就労継続支援」（21.1％）、「共同生活援助（グループホーム）」

（19.5％）が続いている。 

図表 障害福祉サービスの利用意向（障害別） 
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児童デイサービス

コミュニケーション支援

施設入所支援
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無回答
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（３） 府中市独自のサービスの利用意向（問 22） 
 

身体障害者は、「福祉タクシー券利用券の交付」（25.8％）の利用意向が最も多く、「補装具自己負担

金の助成」（19.9％）、「身体障害者手帳・愛の手帳のための診断料の助成」（18.3％）が続いている。 

知的障害者は、「福祉タクシー券利用券の交付」（29.7％）の利用意向が最も多く、「心身障害者福祉

総合相談」（28.8％）が続いている。また、利用状況に比べて、「心身障害者（児）休養事業」（23.4％）、

「心身障害者住宅費の助成」（18.5％）の利用意向が多い。 

精神障害者は、「精神障害者生活相談」（29.3％）の利用意向が最も多く、「心身障害者（児）休養事

業」（11.3％）、「心身障害者福祉総合相談」（10.5％）が続いている。 

 

図表 府中市独自のサービスの利用意向（障害別） 
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身体障害者(n=712)

知的障害者(n=222)

精神障害者(n=133)

聴覚障害者手話通訳相談

心身障害者福祉総合相談

精神障害者生活相談

手話通訳者の派遣

手話・点字講習会

捕装具等自己負担金の助成

車いす福祉タクシー事業

心身障害者自動車ガソリン等費用の助成

身体障害者用三輪自転車購入費の助成

重度身体障害者巡回入浴サービス

心身障害者寝具乾燥サービス

在宅心身障害者（児）訪問理髪サービス

身体障害者福祉電話使用料の助成

心身障害者住宅費の助成

テープ広報の送付（視覚障害のある人）

無回答

身体障害者手帳・愛の手帳のための診断料
の助成

身体障害者等はり・きゅう・マッサージ機能回
復受術券の交付（指定疾病患者も含む）

心身障害者（児）日常生活用具（おむつ等）の
給付と助成

身体障害者自立促進機器（パソコン）購入費
の助成

福祉タクシー利用券の交付（心身障害のある
人）

家具転倒防止器具の取付け（重度心身障害
のある人）

心身障害者（児）休養事業（精神障害のある
人も含む）

 

 

 

 

 

 

 



４ 障害福祉計画について 
 
（１）障害福祉計画策定にあたって充実すること（問 24） 

 

身体障害者は、「各種相談事業を充実すること」（33.3％）と「障害のある人や子どもが受診しやすい

医療体制を充実すること」（32.4％）が３割を超え、多くなっている。 

知的障害者は、「障害のある人の働く場の確保や就労の定着を図ること」（50.9％）が最も多く、「障害

のある人や子どもが受診しやすい医療体制を充実すること」（37.4％）、「権利を守るための制度を充実

すること」（32.4％）、「グループホームを充実すること」（31.1％）が続いている。 

精神障害者は、「障害のある人の働く場の確保や就労の定着を図ること」（55.6％）が最も多く、「障害

のある人が住宅を確保しやすくなるように図ること」（44.4％）、「各種相談事業を充実すること」（42.9％）

が続いている。 

図表 障害福祉計画策定にあたって充実すること（障害別） 
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10.5

身体障害者(n=712)

知的障害者(n=222)

精神障害者(n=133)

各種相談事業を充実すること

障害のある人が住宅を確保しやすくなるよう
図ること

権利を守るための制度を充実すること

障害のある人の働く場の確保や就労の定着
を図ること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援
サービスを充実させること

利用契約できる施設を整備すること

補装具・日常生活用具給付事業を充実するこ
と

外出時の移動支援サービスを充実すること

グループホームを充実すること

ケアホームを充実すること

視覚・聴覚などの障害に配慮した情報提供を
充実させること

障害のある人の自立生活をめざした取り組み
が家庭・学校・地域で行われること

障害のある人や子どもに対する暴力や差別を
なくすこと

障害のある人や子ども、家族のための相談を
充実すること

障害のある人や子どもが受診しやすい医療体
制を充実すること

障害のある人や子どものための短期入所を
充実すること

その他

わからない

無回答
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